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一
　
は
じ
め
に

　
不
動
産
登
記
制
度
の
目
的
は
、
不
動
産
に
関
す
る
権
利
関
係
を
正
確
か
つ
迅
速
に
不
動
産
登
記
上
に
公
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産

の
安
全
お
よ
び
円
滑
な
取
引
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
あ（
1
）る。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
実
体
上
の
権
利
関
係
と
登
記
記
録
上
の
権

利
関
係
と
の
恒
常
的
な
一
致
が
理
想
と
な（
2
）る。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
者
の
権
利
関
係

に
齟
齬
が
生
じ
た
場
合
、
一
定
の
公
平
性
を
担
保
し
た
上
で
、
真
の
権
利
者
と
登
記
名
義
人
と
の
間
に
お
い
て
の
利
益
調
整
を
行
う
必
要

性
が
生
じ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
（Torrens System

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
地
登
記
制
度
を
採

用（
3
）し、
登
記
名
義
人
の
権
利
保
護
を
目
的
と
す
る
登
記
の
効
力
と
し
て
、
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
（title of indefeasibility

）
を
制
定
法

に
お
い
て
規
定
し
て
い（
4
）る。

権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
は
登
記
に
記
録
さ
れ
た
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
実
体
上
も
権

原
を
有
し
て
い
る
旨
を
主
張
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
登
記
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
と
相
反
す
る
請
求
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　
で
は
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
い
て
、
自
身
の
意
思
に
因
ら
な
い
土
地
の
移
転
に
基
づ
き
、
権
原
を
喪
失
し
た
真
の
権
利

者
は
、
登
記
名
義
人
に
対
し
て
権
原
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
は
、
常
に
登
記

名
義
人
に
対
し
て
、
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
の
適
用
を
認
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
に
対
す
る
例
外
事
由
の
一

つ
と
し
て
、
制
定
法
上
に
害
意
（fraud

）
が
規
定
さ
れ
て
い（
5
）る。

土
地
取
引
に
お
い
て
登
記
名
義
人
の
害
意
が
存
在
し
た
場
合
、
登
記
名

義
人
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
真
の
権
利
者
は
実
体
上
の
権
利
関
係
と
矛
盾
し
た
登
記
の
修
正
を
求
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
真
の
権
利
者
は
登
記
名
義
人
が
害
意
を
も
っ
て
登
記
を
獲
得
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
己
の
権
原
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
害
意
は
真
の
権
利
者
と
登
記
名
義
人
と
の
間
の
利
益
調
整
を
行
う
際
に
、
重
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要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
害
意
の
解
釈
を
取
り
扱
っ
た
裁
判
例
の
分
析
を
通
し
て
、
登
記
名
義
人

の
ど
の
よ
う
な
行
為
お
よ
び
認
識
が
、
害
意
と
し
て
認
定
さ
れ
て
き
て
の
か
に
関
す
る
確
認
を
行
い
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
想
定
さ
て
い
る
害
意
の
限
界
と
な
る
登
記
名
義
人
の
認
識
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
例
の
分
析
か
ら
生
じ

た
、
登
記
名
義
人
の
害
意
の
妥
当
範
囲
に
関
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

二
　
害
意
の
意
義
に
関
す
る
概
説

　
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
い
て
は
、
登
記
の
効
力
と
し
て
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
認
め
、
登
記
名
義
人
の
権
原
保
護
を

図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
登
記
名
義
人
で
あ
れ
ば
誰
も
が
覆
滅
不
可
能
性
に
よ
り
、
自
己
の
権
原
の
保
護
を
受
け
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
制
定
法
上
に
お
い
て
は
、
害
意
を
覆
滅
不
可
能
性
の
例
外
事
由
の
一
つ
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
登
記
名
義
人
の
害
意
が
真
の
権
利

者
に
よ
り
立
証
さ
れ
た
場
合
、
登
記
名
義
人
は
自
己
の
権
原
に
対
す
る
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

で
は
、
制
定
法
の
も
と
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

㈠
　
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
害
意
の
位
置
付
け

　
害
意
は
、
登
記
名
義
人
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
無
効
と
す
る
、
制
定
法
上
に
規
定
さ
れ
た
覆
滅
不
可
能
性
の
例
外
事
由
の

一
つ
で
あ（
6
）る。

よ
っ
て
登
記
名
義
人
の
害
意
が
真
の
権
利
者
に
よ
り
立
証
さ
れ
た
場
合
、
登
記
名
義
人
は
自
身
の
有
す
る
登
記
上
の
記
録

に
従
っ
て
、
権
原
を
有
し
て
い
る
旨
の
主
張
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な（
7
）い。
こ
の
結
果
、
例
え
ば
害
意
に
よ
り
登
記
名
義
人
に
移
転
し
た
権

原
が
真
の
権
利
者
に
回
復
す
る
、
ま
た
は
害
意
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
譲
渡
抵
当
権
（m

ortgage

）
が
無
効
と
な（
8
）る。

ま
た
、
未
登
記
の
利

益
（unregistered interest

）
を
有
す
る
権
利
者
に
対
し
て
も
、
登
記
名
義
人
の
登
記
さ
れ
た
権
利
の
優
越
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
登



法学政治学論究　第114号（2017.9）

64

記
名
義
人
は
未
登
記
の
利
益
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
己
の
有
す
る
登
記
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ（
9
）る。

㈡
　
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
害
意
の
定
義

　
害
意
の
定
義
に
つ
い
て
は
、Assets

事
件
（Assets Co. Ltd. v. M

ere Ro

）
10
（ihi

）
枢
密
院
判
決
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
制
定
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
と
は
、「
現
実
の
害
意
（actual fraud

）、
す
な
わ
ち
何
ら
か
の
不
正
行
為
（dishonesty

）
で
あ

り
、
擬
制
上
ま
た
は
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
害
意
（constructive or equitable fraud

）
に
相
当
す
る
行
為
を
指
す
も
の
で
は
な
）
11
（

い
」。
さ
ら
に

登
記
名
義
人
の
権
原
が
無
効
と
な
る
た
め
に
は
、
害
意
の
帰
責
性
を
「
登
記
さ
れ
た
権
原
を
非
難
さ
れ
得
る
登
記
名
義
人
ま
た
は
そ
の
代

理
人
が
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
12
（

い
」。
ま
た
、
当
該
不
動
産
取
引
に
お
い
て
「
登
記
名
義
人
が
細
心
の
注
意
を
払
い
調
査
を
行
っ
た

な
ら
ば
、
第
三
者
に
よ
る
害
意
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
自
体
が
登
記
名
義
人
の
害
意
を
証
明

す
る
も
の
で
は
な
）
13
（
い
」
が
、
登
記
名
義
人
が
当
該
不
動
産
取
引
に
お
い
て
疑
義
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
真
実
を
知
る
こ
と
を

恐
れ
、
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
…
…
登
記
名
義
人
は
害
意
の
帰
責
性
を
負
う
こ
と
と
な
）
14
（

る
」。
以
下
、Assets

事
件
枢
密
院
判
決

に
お
い
て
示
さ
れ
た
害
意
の
定
義
に
基
づ
き
、
㊀
現
実
の
害
意
、
㊁
害
意
的
行
為
の
主
体
、
㊂
害
意
的
行
為
の
相
手
方
、
㊃
害
意
的
行
為

が
行
わ
れ
た
時
点
の
四
つ
の
観
点
か
ら
、
制
定
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
の
意
味
を
確
認
す
る
。

1　

現
実
の
害
意
と
は

　
制
定
法
上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
と
は
、
現
実
の
害
意
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
）
15
（

が
、
現
実
の
害
意
と
は
、
当

該
行
為
が
「
不
正
行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
悪
事
を
働
く
こ
と
を
意
図
す
る
）
16
（
者
に
よ
る
作
為
ま
た
は
不
作
）
17
（
為
」
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
て
い
）
18
（

る
。
一
方
、
制
定
法
上
の
害
意
の
意
味
に
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
擬
制
上
ま
た
は
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
害
意
と

は
）
19
（

、「
何
が
公
平
お
よ
び
公
正
で
あ
る
の
か
と
す
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
理
）
20
（
解
」
に
基
づ
き
考
慮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
）
21
（
る
。
ま
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た
、
当
該
土
地
上
に
未
登
記
の
利
益
お
よ
び
何
ら
か
の
信
託
（trusts

）
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
登
記
名
義
人
の
認
識
（m

ere 

notice

）
は
、
現
実
の
害
意
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
、
各
州
の
制
定
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
）
22
（

る
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
一
九
〇
〇
年
物
権
法
四
三
条
に
お
い
て
は
、
害
意
の
場
合
を
除
き
、
前
登
記
名
義
人
と
の
取
引
に
よ
り
登
記
名
義
人
と
な
っ
た
者
が

当
該
土
地
に
つ
き
未
登
記
の
利
益
お
よ
び
信
託
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
認
識
は
登
記
名
義
人
が

権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
対
し
て
何
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
認
識
自
体
が
害
意
と
し
て
の
非
難

を
受
け
る
も
の
で
も
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
）
23
（
る
。

2　

害
意
的
行
為
の
主
体

　
害
意
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
は
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
の
主
張
を
行
う
こ
と
を
否
定
さ
れ
る
た
め
、
害
意
は
登
記
名

義
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
認
識
お
よ
び
行
為
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
）
24
（
る
。
す
な
わ
ち
、
登
記
名
義
人
ま

た
は
そ
の
代
理
人
が
、
害
意
的
行
為
の
帰
責
性
を
負
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
登
記
名
義
人
は
自
己
の
権
原
を
保
護
す
る
た
め
に
権
原
の

覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、
前
登
記
名
義
人
で
あ
る
当
該
土
地
の
売
主
が
、
害
意
に
よ
り
当
該
土
地
の

権
原
を
取
得
し
て
い
た
と
し
て
も
、
現
登
記
名
義
人
と
な
る
当
該
土
地
の
買
主
が
善
意
（bona fide, in good faith

）
で
あ
れ
ば
、
現
登
記

名
義
人
は
前
登
記
名
義
人
の
害
意
に
よ
り
権
原
を
剝
奪
さ
れ
た
権
利
者
か
ら
、
獲
得
し
た
土
地
の
権
原
に
対
す
る
非
難
を
受
け
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
）
25
（

る
。
ま
た
、
登
記
名
義
人
の
代
理
人
に
よ
る
害
意
に
つ
い
て
は
、
代
理
人
が
登
記
名
義
人
で
あ
る
本
人
に
よ
り
与

え
ら
れ
た
代
理
権
限
の
範
囲
内
の
行
為
に
お
い
て
害
意
的
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
登
記
名
義
人
は
代
理
人
に
よ
る
害
意
の
責
任
を
負

う
こ
と
と
な
）
26
（
る
。
た
だ
し
、
代
理
人
が
代
理
権
限
の
範
囲
外
に
お
い
て
害
意
的
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
登
記
名
義
人
は
代
理
人
に
よ

る
害
意
的
行
為
に
対
す
る
帰
責
性
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
）
27
（

る
。
登
記
名
義
人
が
代
理
人
の
害
意
に
対
し
て
帰
責
性
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
範
囲
の
解
釈
に
関
し
て
は
、Schulz

事
件
（Schulz v. Corw

ill Properties Pty. L

）
28
（td.

）
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
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ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
代
理
人
が
有
し
て
い
る
代
理
権
限
の
範
囲
内
に
お
け
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
代
理
人
の
使
用

者
責
任
と
し
て
帰
責
性
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
代
理
人
が
当
該
取
引
を
行
う
こ
と
に
よ
り
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
ま
た

は
前
登
記
名
義
人
の
権
利
が
第
三
者
に
よ
り
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
際
に
、
登
記
名
義
人
で
あ
る
本
人
が
こ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
こ
と
を
、
当
該
取
引
以
前
に
代
理
人
と
の
話
し
合
い
に
お
い
て
認
識
し
、
そ
の
上
で
当
該
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
害
意
の
帰
責
性

を
負
う
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
）
29
（

る
。

3　

害
意
的
行
為
の
相
手
方

　
害
意
的
行
為
は
、
原
則
と
し
て
、
登
記
名
義
人
が
害
意
に
よ
り
獲
得
し
た
権
原
を
、
覆
す
こ
と
が
で
き
る
者
に
向
け
ら
れ
た
行
為
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
）
30
（

い
。
す
な
わ
ち
、
登
記
名
義
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に
よ
る
害
意
的
行
為
が
、
前
登
記
名
義
人
ま
た
は
現
登
記
名
義
人
が

登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
権
利
喪
失
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
に
対
し
て
、
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
権
原
の
登
記
を
行
う
た
め
に
提
出
す
る
書
類
の
内
容
が
、
真
実
を
異
な
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
登
記
官
に
対
し
て
こ
れ
を

提
示
す
る
行
為
も
、
不
真
正
な
書
類
を
登
記
官
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
登
記
名
義
人
が
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
の
見

解
か
ら
、
登
記
官
に
対
す
る
害
意
的
行
為
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
登
記
官
に
対
す
る
害
意
的
行
為
も
、
制
定
法
上
に
規
定
さ
れ
て
い

る
害
意
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
裁
判
例
も
あ
）
31
（

る
。

4　

害
意
的
行
為
が
行
わ
れ
た
時
点

　
原
則
と
し
て
害
意
的
行
為
は
、
登
記
名
義
人
が
現
在
登
記
さ
れ
て
い
る
権
原
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
為
に
お
い
て
、
行
わ

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
）
32
（

る
。
す
な
わ
ち
、
登
記
名
義
人
が
登
記
を
獲
得
す
る
以
前
に
、
害
意
的
行
為
が
行
わ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
登
記
獲
得
後
に
登
記
名
義
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
害
意
的
行
為
が
、
制
定
法
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上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
と
し
て
認
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
）
33
（
る
。
例
え
ば
、
当
該
土
地
の
売
買
契
約
時
に
、
未
登
記
の
権
利
が
当
該
土

地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に
そ
の
未
登
記
の
権
利
を
当
該
土
地
の
権
原
が
移
転
し
た
後
も
自
己
の
責
任
に
お
い
て
負
担

す
る
こ
と
を
引
き
受
け
た
、
ま
た
は
負
担
す
る
こ
と
に
同
意
を
し
た
上
で
当
該
土
地
の
取
引
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
獲
得
後

に
引
き
受
け
た
、
ま
た
は
負
担
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
未
登
記
の
利
益
の
負
担
を
拒
絶
す
る
行
為
で
あ
）
34
（
る
。

㈢
　
小
　
括

　
登
記
名
義
人
の
害
意
を
認
め
る
に
際
し
て
は
、
登
記
名
義
人
が
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
害
意
の
帰
責
性
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
登
記
名
義
人
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
認
め
る
に

あ
た
り
、
登
記
名
義
人
が
害
意
を
も
っ
て
権
原
を
獲
得
し
た
か
否
か
が
そ
の
判
断
基
準
と
な
る
。
他
方
で
、
以
前
の
取
引
に
よ
り
当
該
取

引
の
対
象
と
な
る
土
地
の
権
原
に
欠
缺
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
情
は
、
登
記
名
義
人
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
認
め
る
こ

と
に
関
し
て
、
何
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
登
記
名
義
人
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
有
し
て
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、

ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
け
る
害
意
と
し
て
の
非
難
に
値
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
は
、
害
意
と
認
定
さ
れ
る

登
記
名
義
人
の
認
識
を
、
裁
判
例
か
ら
確
認
す
る
。

三
　
害
意
の
限
界
に
位
置
付
け
ら
れ
る
登
記
名
義
人
の
認
識

　
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
害
意
と
は
「
現
実
の
害
意
」
で
あ
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
取
引
の
目
的
と
な
る
土
地
に
未
登
記
の

権
利
等
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
登
記
名
義
人
が
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
認
識
は
害
意
と
は
な
ら
な
い
。
で
は
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
登
記
名
義
人
の
認
識
が
、
現
実
の
害
意
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
害
意
の
解
釈
に
際
し
て
特
に
問
題
と
な
る
事
例
は
、
例
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え
ば
当
該
土
地
の
買
主
で
あ
り
登
記
名
義
人
で
あ
る
Ｙ
は
、
当
該
土
地
の
売
買
に
先
立
っ
て
真
の
権
利
者
Ｘ
が
売
主
Ａ
と
の
間
に
お
い
て

締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
、
Ｘ
の
未
登
記
の
賃
借
権
が
当
該
土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
当
該
土
地
を
買
い

受
け
、
Ｘ
の
賃
借
権
の
負
担
の
な
い
当
該
土
地
の
登
記
を
獲
得
し
た
場
合
で
あ
）
35
（
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
裁
判
所
が
登
記
名
義
人
の
ど
の

よ
う
な
認
識
お
よ
び
行
為
に
対
し
て
、「
現
実
の
害
意
」
を
是
認
し
て
き
た
の
か
に
関
し
て
裁
判
例
の
分
析
を
行
い
、
害
意
の
限
界
と
な

る
登
記
名
義
人
の
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
す
）
36
（

る
。

㈠
　
登
記
名
義
人
の
害
意
を
認
め
た
裁
判
例

　
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
登
記
名
義
人
が
未
登
記
の
権
利
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
を
超
え
、
真
の
権
利
者
か
ら
権
利
を
騙

し
取
る
意
図
を
持
ち
、
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
の
害
意
に
対
す
る
帰
責
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

1　

Loke

事
件
（Loke Y
ew
 v. Port Sw

ettenham
 R
ubber Com

pany L

）
37
（td.

）

　Loke

事
件
は
、
土
地
（
農
地
三
二
二
エ
ー
カ
ー
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
で
あ
る
原
告
Ｘ
（Port Sw

ettenham
 

Rubber Com
pany Ltd.

）
が
、
本
件
土
地
上
に
未
登
記
の
賃
借
権
を
設
定
し
て
い
る
被
告
Ｙ
（Loke Yew

）
に
対
し
て
、
不
動
産
回
復
訴

訟
（ejectm

ent

）
を
提
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
か
ら
一
八
九
六
年
に
か
け
て
、
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義
人
で
あ

る
Ａ
（Eusop

）
は
、
本
件
土
地
を
分
筆
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
耕
作
者
に
対
し
て
不
動
産
賃
貸
借
を
行
っ
て
い
た
。
一
八
九
九
年
か
ら
一

九
〇
九
年
に
か
け
て
、
Ｙ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
部
の
耕
作
者
か
ら
本
件
土
地
の
一
部
（
五
八
エ
ー
カ
ー
）
を
購
入
し
た
。
こ
の
Ｙ
の
本
件

土
地
の
一
部
購
入
に
対
し
て
、
Ａ
は
同
意
を
行
っ
た
。
Ｙ
は
そ
の
後
、
Ａ
Ｙ
間
に
お
い
て
自
身
が
購
入
し
た
土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
び
、

Ａ
に
対
し
て
賃
料
の
支
払
い
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
Ｙ
の
賃
借
権
は
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
予
告
記
載
（caveat

）
も
行
わ
れ
て
い
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な
か
っ
た
。
一
九
一
〇
年
、
Ｘ
は
Ａ
、
Ｙ
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
の
耕
作
者
と
の
間
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
一
部
が
取
引
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
た
上
で
、
Ａ
に
対
し
て
本
件
土
地
全
体
に
あ
た
る
三
二
二
エ
ー
カ
ー
の
売
却
を
求
め
、
交
渉
を
開
始
し
た
。
Ａ
Ｘ
間
の
本
件

土
地
の
売
却
に
際
し
て
、
Ａ
は
Ｙ
が
占
有
を
行
っ
て
い
る
五
八
エ
ー
カ
ー
を
除
く
、
本
件
土
地
の
他
の
部
分
（
二
六
四
エ
ー
カ
ー
）
を
、

Ｘ
に
対
し
て
売
却
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
し
か
し
、
本
件
土
地
全
体
に
あ
た
る
三
二
二
エ
ー
カ
ー
の
購
入
を
望
む
Ｘ
は
、
Ｘ
の
代
理
人

で
あ
る
Ｂ
（G

lass
）
を
通
じ
て
、
Ａ
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
交
渉
に
際
し
て
Ｂ
は
、
Ｙ
の
有
し
て
い
る
賃
借
権
に
つ
い
て
、
Ｂ
の

責
任
に
お
い
て
そ
れ
を
保
証
す
る
旨
を
Ａ
に
述
べ
、
Ａ
は
Ｂ
が
Ｙ
の
賃
借
権
を
保
証
す
る
こ
と
を
信
頼
し
、
本
件
土
地
全
体
三
二
二
エ
ー

カ
ー
を
Ｘ
に
売
却
し
た
。
本
件
土
地
は
一
度
Ｂ
に
移
転
さ
れ
、
そ
の
後
す
ぐ
に
Ｘ
に
対
す
る
移
転
お
よ
び
Ｘ
を
本
件
土
地
の
所
有
権
者
と

す
る
登
記
が
行
わ
れ
た
。
登
記
獲
得
後
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
Ｙ
の
占
有
し
て
い
る
本
件
土
地
の
一
部
に
あ
た
る
五
八
エ
ー
カ
ー
に
関
し
て
、

不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
し
た
。Loke

事
件
の
争
点
は
、
Ｘ
が
Ａ
に
対
し
て
Ｙ
の
賃
借
権
を
保
証
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
本
件
土
地

の
所
有
権
移
転
登
記
を
獲
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
に
対
す
る
不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
し
た
Ｘ
の
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行

為
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
害
意
的
な
表
示
（fraudulently 

representation

）
以
外
の
方
法
で
は
、
自
身
の
目
的
と
す
る
土
地
の
移
転
が
実
現
し
な
い
と
理
解
し
た
上
で
、
当
該
土
地
の
売
主
に
対
し

て
害
意
的
な
表
示
を
行
い
、
土
地
の
移
転
を
実
行
す
る
行
為
は
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
）
38
（

た
。
本
件
に
お
い
て

Ｘ
の
代
理
人
Ｂ
は
、
Ｙ
が
占
有
を
行
っ
て
い
る
五
八
エ
ー
カ
ー
の
土
地
か
ら
、
Ｙ
を
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
Ａ
と
の

交
渉
に
お
い
て
は
、
Ｙ
の
賃
借
権
を
保
証
す
る
こ
と
を
示
さ
な
い
限
り
で
、
Ａ
か
ら
本
件
土
地
全
体
三
二
二
エ
ー
カ
ー
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
理
解
し
た
上
で
、
Ａ
に
対
し
て
害
意
的
な
表
示
を
行
い
、
本
件
土
地
の
移
転
を
実
行
し
、
登
記
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
Ｂ

か
ら
Ｘ
へ
本
件
土
地
の
所
有
権
が
移
転
し
、
Ｘ
が
本
件
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
後
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
不
動
産
回
復

訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｘ
に
対
す
る
本
件
土
地
の
一
連
の
移
転
は
、
Ｘ
の
代
理
人
Ｂ
の
害
意
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

本
人
Ｘ
に
も
そ
の
害
意
の
帰
責
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｘ
は
自
己
の
有
す
る
登
記
上
に
記
録
さ
れ
た
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
権
原
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の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
Ｙ
が
本
件
土
地
に
有
し
て
い
る
利
益
を
記
録
す
る
た
め
に
、
Ｘ
の
登

記
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
）
39
（

る
。

2　

Bahr
事
件
（Bahr v. N

ic

）
40
（

olay

）

　Bahr

事
件
は
、
土
地
（
商
業
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
上
に
未
登
記
の
買
戻
権
に
関
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
原
告
Ｘ
（Bahr

）
が
、

本
件
土
地
を
Ｘ
か
ら
購
入
し
、
Ｘ
に
対
す
る
買
戻
権
を
負
担
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
被
告
  Y1
（N

icolay

）、
お
よ
び
  Y1
か
ら
さ
ら
に
本
件

土
地
を
購
入
し
た
現
登
記
名
義
人
で
あ
る
  Y2
（Callard

）
に
対
し
て
、
Ｘ
が
有
し
て
い
る
本
件
土
地
に
対
す
る
買
戻
権
の
行
使
を
求
め
た

事
件
で
あ
る
。
本
件
土
地
の
前
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
有
し
て
い
た
Ｘ
は
、
本
件
土
地
上
に
商
業
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
資
金
調
達

を
目
的
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
  Y1
に
対
し
て
本
件
土
地
を
売
却
し
た
。
X
　  Y1
間
の
本
件
土
地
の
売
却
に
際
し
て
、
Ｘ
は
本
件
土
地

上
に
三
年
間
の
賃
借
権
を
設
定
し
、
ま
た
賃
貸
借
期
間
の
満
了
時
に
本
件
土
地
を
買
戻
す
こ
と
を
  Y1
と
の
間
で
合
意
し
た
。
そ
の
後
  Y1
は
、

本
件
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
が
、
  Y1
の
本
件
土
地
に
お
け
る
権
原
証
明
書
（certificate of title

）
上
に
は
、
Ｘ
の
買

戻
権
に
関
す
る
予
告
記
載
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
八
一
年
一
二
月
、
  Y1
は
  Y2
と
の
間
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
売
買
契
約
行
っ

た
。
こ
の
  Y1
　  Y2
間
の
売
買
契
約
書
に
は
、
  Y2
が
X
　  Y1
間
に
お
い
て
本
件
土
地
の
買
戻
権
が
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
旨
の

条
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
  Y1
は
、
X
　  Y1
間
の
買
戻
権
に
対
す
る
合
意
の
存
在
を
  Y2
が
明
確
に
契
約
書
に
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
、
  Y1

　  Y2
間
の
本
件
土
地
売
買
契
約
に
は
応
じ
な
い
旨
を
示
し
て
い
た
。
一
九
八
二
年
一
月
、
  Y2
は
本
件
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得

し
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
が
  Y2
に
対
し
て
本
件
土
地
の
買
戻
し
の
意
思
を
示
し
た
が
、
  Y2
は
本
件
土
地
の
買
戻
し
に
応
じ
る
意
思
が
な
い
こ
と

を
Ｘ
に
伝
え
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
  Y1
　  Y2
に
対
し
て
、
Ｘ
の
有
す
る
買
戻
権
の
行
使
を
認
め
る
よ
う
求
め
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。Bahr

事

件
の
争
点
は
、
  Y2
が
  Y1
　  Y2
間
の
売
買
契
約
書
に
お
い
て
、
X
　  Y1
間
の
合
意
に
基
づ
き
本
件
土
地
上
に
Ｘ
の
買
戻
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
旨
の
条
項
を
記
載
し
た
上
で
、
Ｘ
の
買
戻
権
の
行
使
を
否
定
す
る
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
と
な
る
の
か
と
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い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
  Y2
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
か
否
か
の
解
釈
に
関
し
て
、
二
通
り
の
見
解
を
示
し
た
。
第
一
の
見
解
と

し
て
は
、
  Y2
が
本
件
土
地
の
移
転
に
先
立
ち
、
  Y1
　  Y2
間
の
売
買
契
約
に
お
い
て
負
担
す
る
こ
と
を
是
認
し
た
Ｘ
の
未
登
記
の
買
戻
権
に
関

す
る
利
益
を
、
  Y2
が
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
後
、
こ
れ
を
負
担
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
行
為
は
、
害
意
に
相
当
す
る
と
い
う

見
解
で
あ
）
41
（
る
。
第
二
の
見
解
と
し
て
は
、
  Y2
が
  Y1
　  Y2
間
の
本
件
土
地
の
売
買
に
お
い
て
、
本
件
土
地
上
に
お
い
て
Ｘ
の
買
戻
権
の
利
益
が

存
在
に
つ
い
て
単
に
認
識
し
て
い
た
上
で
、
本
件
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
と
い
う
行
為
を
、
Ｘ
の
利
益
の
存
在
を
認

識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
  Y2
の
害
意
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
）
42
（
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
  Y2
は
X
　  Y1
間

に
つ
い
て
本
件
土
地
に
対
し
て
買
戻
権
の
合
意
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
  Y2
は
、
本
件
土
地
上
に
存
在
す
る
買
戻

権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
  Y1
の
要
望
に
従
わ
な
い
限
り
、
  Y1
が
本
件
土
地
を
売
却
し
て
く
れ
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
Ｘ
は
  Y2
に
対
し
て
本
件
土
地
の
買
戻
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
  Y2
は
自
己
の
有
す
る
登
記
の
記
録
に
従
っ
て
、
権
原
の

覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
許
さ
な
い
。
し
か
し
、
Ｘ
の
買
戻
権
行
使
の
根
拠
は
、
  Y2
の
害
意
に
基
づ
く
と
す
る
第
一
の
見
解
と
、

上
記
第
二
の
見
解
か
ら
  Y2
に
害
意
の
帰
責
性
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
  Y2
が
  Y1
と
の
間
で
交
わ
し
た
Ｘ
に
対
す
る
義
務
に
違
反
し
た
こ

と
に
よ
る
対
人
的
権
利
（rigth in personam

e

）
に
基
づ
く
と
す
る
見
解
と
に
分
か
れ
て
い
）
43
（
る
。
通
常
、
害
意
は
登
記
名
義
人
が
登
記
を

獲
得
す
る
行
為
に
お
い
て
意
図
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
害
意
を
根
拠
と
し
て
登
記
名
義
人
の
権
原
の
覆

滅
不
可
能
性
を
否
定
す
る
第
一
の
見
解
は
、
最
終
的
な
結
果
と
し
て
、
登
記
名
義
人
が
未
登
記
の
権
利
者
の
有
す
る
利
益
の
負
担
を
否
定

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
記
名
義
人
に
よ
る
不
正
行
為
の
発
生
時
点
が
、
登
記
の
前
後
で
ど
ち
ら
で
あ
る
の
か
を
問
う
必
要

は
な
い
と
す
る
理
解
に
基
づ
い
て
い
）
44
（

る
。
他
方
、
第
二
の
見
解
に
基
づ
き
登
記
名
義
人
の
害
意
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
対

人
的
権
利
の
行
使
を
根
拠
と
し
て
登
記
名
義
人
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
否
定
す
る
見
解
は
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
制
度
設
立

目
的
の
一
つ
は
、
善
意
に
当
該
土
地
の
購
入
を
行
い
、
登
記
を
獲
得
し
た
者
に
対
し
て
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
制
定
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
は
、
登
記
名
義
人
が
登
記
を
獲
得
す
る
行
為
に
お
い
て
意
図
さ
れ
た
不
正
行
為
に
適
用
さ
れ
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る
も
の
で
あ
り
、
登
記
後
に
登
記
名
義
人
が
行
っ
た
不
正
行
為
に
対
し
て
は
、
対
人
的
権
利
の
行
使
に
よ
り
対
抗
す
る
べ
き
と
の
理
解
に

基
づ
い
て
い
）
45
（

る
。

3　

登
記
名
義
人
の
害
意
を
認
め
た
裁
判
例
の
分
析

　Loke

事
件
に
お
い
て
は
、
登
記
名
義
人
が
不
実
表
示
に
よ
り
登
記
を
獲
得
し
た
こ
と
が
、
害
意
に
相
当
す
る
と
解
さ
れ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
登
記
名
義
人
は
当
該
土
地
の
売
主
に
対
し
て
、
真
意
と
反
す
る
不
実
表
示
を
用
い
ら
な
け
れ
ば
、
自
身
の
目
的
と
す
る
土

地
の
移
転
が
実
現
し
な
い
と
理
解
し
た
上
で
、
当
該
土
地
の
売
主
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
表
示
を
行
い
、
土
地
の
移
転
を
実
行
し
た
行
）
46
（

為

が
、
害
意
と
し
て
の
非
難
に
値
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
登
記
名
義
人
が
、
当
該
土
地
を
買
い
受
け
る
た
め
に
、
自
己

の
有
し
て
い
る
真
の
意
図
を
隠
す
た
め
に
詐
害
的
不
実
表
示
（fraudulent m

isrepresentation

）
を
行
う
行
為
は
、
未
登
記
の
権
利
が
当
該

土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
以
上
の
行
為
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
未
登
記
の
権
利
が
当
該
土
地
上
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
と
は
区
別
さ
れ
）
47
（

る
。

　Bahr

事
件
に
お
い
て
は
、
登
記
名
義
人
が
売
主
と
の
当
該
土
地
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
未
登
記
の
利
益
を
負
担
す
る
こ
と
に
合
意

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
名
義
人
が
登
記
後
に
未
登
記
の
利
益
を
負
担
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
行
為
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
登

記
名
義
人
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
他
方
、
当
該
土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
未
登
記
の
権
利
を
登
記
名

義
人
が
登
記
獲
得
後
も
負
担
す
る
こ
と
を
、
当
該
土
地
の
前
登
記
名
義
人
と
の
間
に
お
い
て
引
き
受
け
た
か
、
ま
た
は
未
登
記
の
利
益
を

有
す
る
権
利
者
と
の
間
に
お
い
て
合
意
を
し
て
い
な
い
限
り
で
、
登
記
名
義
人
の
登
記
獲
得
後
に
未
登
記
の
利
益
の
負
担
を
拒
絶
す
る
行

為
に
対
し
て
、
そ
の
拒
絶
す
る
行
為
が
非
難
さ
れ
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
）
48
（
る
。
ま
た
登
記
名
義
人
が
登
記
後
に
未
登
記
の
利
益
を
負

担
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
行
為
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
登
記
名
義
人
へ
の
非
難
の
根
拠
が
、
登
記
名
義
人
の
害
意
に

基
づ
く
も
の
な
の
か
、
ま
た
は
登
記
名
義
人
の
義
務
違
反
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、Bahr

事
件
を
審
理
し
た
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裁
判
官
に
お
い
て
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
争
い
が
あ
）
49
（
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
登
記
名
義
人
が
当
該
土
地
の
前
登
記
名
義
人
お
よ
び
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
の
権
利
を
騙
し
取
る
意
図

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
現
実
の
害
意
に
相
当
し
、
登
記
名
義
人
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

㈡
　
登
記
名
義
人
の
害
意
を
否
定
し
た
裁
判
例

　
裁
判
例
は
、
登
記
名
義
人
が
当
該
土
地
上
に
当
該
土
地
取
引
に
先
立
っ
て
未
登
記
の
利
益
お
よ
び
権
利
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
認
識
を
も
っ
て
、
登
記
名
義
人
の
害
意
に
対
す
る
帰
責
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
き
た
。

1　

O
ertel

事
件
（O

ertel v. H
orde

）
50
（rn

）

　O
ertel

事
件
は
、
土
地
（
住
宅
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
上
に
未
登
記
の
賃
借
権
を
有
す
る
原
告
Ｘ
（O

ertel

）
が
、
本
件
土
地
の
登
記

名
義
人
で
あ
る
被
告
Ｙ
（H

ordern

）
に
対
し
て
、
Ｙ
の
Ｘ
に
対
す
る
本
件
土
地
の
不
動
産
回
復
訴
訟
提
起
の
差
し
止
め
を
求
め
た
事
件

で
あ
る
。
一
八
九
九
年
三
月
、
Ｘ
は
Ａ
（Robert

）
と
の
間
に
お
い
て
、
一
九
〇
二
年
七
月
を
賃
貸
借
期
間
の
満
了
と
し
、
さ
ら
に
期
間

満
了
時
か
ら
二
年
間
の
賃
借
権
の
延
期
に
関
す
る
選
択
権
を
付
し
た
本
件
土
地
に
対
す
る
賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
Ａ
に
よ
る
署
名
お
よ
び

捺
印
の
も
と
に
お
い
て
、
本
件
土
地
上
に
賃
借
権
を
設
定
し
た
。
一
八
九
九
年
九
月
、
Ａ
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
一
九
〇
〇
年

物
権
法
の
も
と
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
登
記
名
義
人
と
し
て
登
記
に
記
録
さ
れ
た
。
し
か
し
本
件
土
地
上
に
設
定
さ
れ
て
い
た
Ｘ
の
賃

借
権
は
、
本
件
土
地
登
記
上
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
〇
一
年
七
月
、
Ａ
は
Ｙ
と
の
間
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
売
買
に

関
す
る
契
約
交
渉
を
始
め
た
。
本
件
土
地
の
売
買
契
約
交
渉
の
時
点
に
お
い
て
、
Ｙ
は
Ｘ
が
本
件
土
地
を
占
有
し
、
か
つ
Ｘ
が
本
件
土
地

上
に
お
い
て
会
社
を
営
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
が
本
件
土
地
上
に
賃
借
権
を
有
し
て
い
る
旨
が
、
Ｙ
に
対
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し
て
告
知
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
一
年
八
月
、
Ａ
Ｙ
間
の
本
件
土
地
の
売
買
契
約
が
実
行
さ
れ
、
同
年
九
月
に
は
Ｙ
が
Ｘ
の
賃
借
権
の
負

担
の
な
い
本
件
土
地
の
登
記
名
義
人
と
し
て
登
記
に
記
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
Ｙ
は
、
Ｘ
の
賃
借
権
を
負
担
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。O

ertel
事
件
の
争
点
は
、
Ｘ
の
未
登
記
の
賃
借
権
が
本
件
土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
本
件
土
地
を
買
い
受
け
、
本
件
土
地
の

所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
後
に
、
Ｘ
の
未
登
記
の
賃
借
権
を
負
担
す
る
こ
と
を
拒
む
Ｙ
の
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
と
な

る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
Ｙ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
Ｙ
が
本
件
土
地
上
に
Ｘ
の
賃
借
権
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
認
識
自
体
が
Ｙ
の
害
意
と
し
て
非
難
を
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
見
解
を
示

し
）
51
（

た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｙ
間
の
売
買
が
Ａ
Ｘ
間
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
事
項
に
違
反
す
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
登
記
を
獲
得
す
る
行
為
、

例
え
ば
Ａ
Ｙ
間
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
Ｘ
が
自
身
の
賃
借
権
を
放
棄
し
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
Ｘ
が
Ａ
Ｙ
間
の
本
件
土
地
の
売
買
に

同
意
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
Ｙ
が
Ｘ
の
賃
借
権
の
負
担
の
な
い
本
件
土
地
の
所
有
権
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
場

合
に
は
、
Ｙ
の
行
為
は
害
意
に
相
当
す
る
こ
と
も
ま
た
、
判
示
さ
れ
て
い
）
52
（
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
Ｙ
が
Ａ
Ｘ
間
の
賃
貸
借
契
約
が
無
効

で
あ
る
た
め
に
、
Ａ
が
登
記
を
獲
得
し
た
際
に
、
登
記
上
に
Ｘ
の
賃
借
権
が
記
載
さ
れ
ず
、
ま
た
Ｘ
の
賃
借
権
の
予
告
記
載
が
記
録
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｙ
が
本
件
土
地
上
に
Ｘ
の
賃
借
権
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
本
件
土

地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
と
し
て
も
、
Ｘ
の
賃
借
権
が
本
件
土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
Ｙ
の
認
識
を
も
っ
て
、
Ｙ

の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｙ
は
自
身
の
有
す
る
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
権
原
の

覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

2　

Butler

事
件
（Butler v. Fairclou

）
53
（gh

）

　Butler

事
件
は
、
土
地
（
更
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
上
に
設
定
さ
れ
て
い
る
未
登
記
の
譲
渡
抵
当
権
債
権
者
で
あ
る
原
告
Ｘ

（Butler

）
が
、
本
件
土
地
の
所
有
権
の
現
登
記
名
義
人
で
あ
る
被
告
Ｙ
（Fairclough
）
に
対
し
、
Ｘ
の
未
登
記
の
譲
渡
抵
当
権
を
負
担
す
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る
こ
と
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
Ａ
（G

ood

）
は
、
Ｂ
の
譲
渡
抵
当
権
が
設
定
登
記
さ
れ
て
い
る
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義

人
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
六
月
三
〇
日
、
譲
渡
抵
当
権
債
権
者
で
あ
る
Ｘ
は
、
Ａ
と
の
間
で
印
影
を
付
し
た
譲
渡
抵
当
権
を
本
件
土
地
上

に
設
定
し
た
が
、
Ｘ
の
譲
渡
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
一
五
年
七
月
二
日
、
Ａ
は
Ｙ
に
対
し
て
本
件
土
地
を
売
却

す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
Ｙ
は
Ａ
に
対
す
る
本
件
土
地
売
買
代
金
の
支
払
い
に
先
立
ち
、
登
記
所
に
お
い
て
Ａ
の
権
原
証
明
書
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
登
記
さ
れ
て
い
る
Ｂ
の
譲
渡
抵
当
権
以
外
、
本
件
土
地
に
負
担
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
一
五

年
七
月
七
日
、
Ｘ
は
未
登
記
の
譲
渡
抵
当
権
を
登
記
所
に
お
い
て
予
告
記
載
し
た
。
一
九
一
五
年
一
〇
月
六
日
、
Ｘ
お
よ
び
Ｙ
双
方
の
ソ

リ
シ
タ
ー
（solicitor

）
に
よ
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
Ｘ
の
ソ
リ
シ
タ
ー
か
ら
、
Ｘ
の
未
登
記
の
譲
渡
抵
当
権
が
Ｙ
の
所
有
権
移
転
登
記

申
請
を
行
う
権
利
に
優
越
す
る
旨
が
主
張
さ
れ
、
そ
の
結
果
Ｙ
は
本
件
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
申
請
を
取
り
下
げ
た
。
し
か
し
後
日
、

Ｙ
は
自
己
の
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う
権
利
が
Ｘ
の
未
登
記
の
譲
渡
抵
当
権
に
優
先
す
る
と
の
助
言
を
受
け
、
一
九
一
六
年
三
月
七
日
、

再
度
本
件
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
申
請
を
行
い
、
本
件
土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
な
っ
た
。Butler

事
件
の
争
点
は
、
Ｘ
の
未

登
記
の
譲
渡
抵
当
権
が
本
件
土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
再
度
所
有
権
移
転
登
記
申
請
を
行
い
、
所
有
権
者
と
し

て
登
記
を
獲
得
し
た
Ｙ
の
行
為
は
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
Ｙ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す

る
か
否
か
に
関
し
て
、
例
え
ば
Ｙ
が
、
Ｘ
お
よ
び
Ｙ
の
ソ
リ
シ
タ
ー
に
よ
る
話
し
合
い
の
場
に
お
い
て
、
Ｘ
の
未
登
記
の
譲
渡
抵
当
権
の

扱
い
に
関
し
て
一
定
の
約
束
を
取
り
交
わ
し
て
い
た
場
合
に
、
Ｙ
が
Ｘ
と
の
約
束
に
違
反
し
て
Ｘ
に
優
越
す
る
地
位
を
、
内
密
に
も
し
く

は
不
正
に
得
よ
う
と
す
る
行
）
54
（
為
、
ま
た
は
Ｙ
が
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
権
利
お
よ
び
利
益
を
喪
失
す
る
Ｘ
に
対
し
て
、
Ｘ
の
権
利

お
よ
び
利
益
を
騙
し
取
る
た
め
の
策
略
（m

achinatio ad circum
veniendum

）
を
行
う
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
で
あ
る
と
の
見

解
を
示
し
）
55
（
た
。
本
件
に
お
い
て
Ｙ
は
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
六
日
に
行
わ
れ
た
、
Ｘ
お
よ
び
Ｙ
の
ソ
リ
シ
タ
ー
に
よ
る
話
し
合
い
に
際
し

て
、
Ｙ
が
再
度
所
有
権
移
転
登
記
申
請
を
行
う
こ
と
を
放
棄
す
る
約
束
を
取
り
交
わ
し
た
事
実
は
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
Ｘ
と
の
約
束
に

違
反
し
Ｙ
が
再
度
の
所
有
権
移
転
登
記
申
請
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｙ
は
害
意
に
よ
る
非
難
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
登
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記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
に
従
い
、
自
己
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
）
56
（
る
。

3　
W
icks

事
件
（W

icks v. Benne

）
57
（tt

）

　W
icks

事
件
は
、
土
地
（
商
業
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
上
に
未
登
記
の
賃
借
権
を
共
有
す
る
原
告
  X1
（W

icks

）
お
よ
び
  X2

（N
icholl

）
が
、
原
告
ら
と
と
も
に
本
件
土
地
上
に
未
登
記
の
賃
借
権
を
共
有
す
る
被
告
  Y1
（Johnson

）
お
よ
び
  Y2
（Bennett

）、
さ
ら
に

本
件
土
地
の
所
有
権
の
現
登
記
名
義
人
  Y3
（D

iplock

）
に
対
し
て
、
賃
貸
借
契
約
の
内
容
に
従
っ
た
特
定
履
行
、
お
よ
び
  Y3
が
  X1
ら
に
対

し
て
不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
の
差
し
止
め
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
  X1
、
  X2
お
よ
び
  Y1
は
、
事
業
を
運
営
す
る
た
め
に
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
て
い
た
。
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義
人
Ａ
（the South Australian Brew

ing Co.

）
と
本
件
土
地
の
賃

借
権
の
登
記
名
義
人
Ｂ
（M

oore
）
は
、
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
だ
。
一
九
一
四
年
一
一
月
、
  X1
、
  X2
お
よ
び
  Y1
は
、
Ｂ
と
の

間
で
、
本
件
土
地
の
転
貸
借
契
約
を
行
い
、
本
件
土
地
上
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
。
Ａ
は
、
Ｂ
と
  X1
、
  X2
お
よ
び
  Y1
と
の
間
に
お

い
て
転
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
Ｂ
お
よ
び
Ｘ
ら
の
転
貸
借
契
約
の
期
間
に
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
間
の
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契

約
を
更
新
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｂ
間
の
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
つ
い
て
、
予
告
記
載
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
一

五
年
九
月
、
  Y2
が
Ｘ
ら
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
て
い
る
  Y1
か
ら
、
  Y1
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
利
益
の
一
部
を
買
い
受

け
、
そ
の
結
果
、
  X1
、
  X2
、
  Y1
お
よ
び
  Y2
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
各
自
の
持
分
に
従
っ
て
、
本
件
土
地
に
対
す
る
利
益
を
共

有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
  Y1
お
よ
び
  Y2
は
、
  X1
お
よ
び
  X2
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
賃
借
権
の
登

記
名
義
人
Ｂ
に
対
し
て
本
件
土
地
の
賃
借
権
を
放
棄
す
る
よ
う
に
求
め
、
さ
ら
に
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義
人
Ａ
と
の
間
で
本

件
土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
一
九
一
七
年
八
月
、
  Y2
が
本
件
土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
、
Ｂ
の
本
件

土
地
に
対
す
る
賃
借
権
は
抹
消
登
記
さ
れ
た
。
そ
の
後
  Y1
は
  Y2
に
対
し
て
、
  Y1
の
有
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
利
益
を
す

べ
て
売
却
し
た
。
一
九
一
八
年
一
二
月
、
本
件
土
地
の
譲
渡
人
  Y2
は
本
件
土
地
の
譲
受
人
  Y3
に
対
し
て
本
件
土
地
の
移
転
を
行
い
、
  Y3
は
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本
件
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
  Y3
は
  X1
、
  X2
、
  Y1
、
  Y2
に
対
し
て
本
件
土
地
の
賃
料
を
支
払
う
よ
う
に
求
め

た
。
  X1
お
よ
び
  X2
は
  Y1
、
  Y2
、
  Y3
に
対
し
て
、
以
前
に
Ｂ
と
Ｘ
ら
と
の
間
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
転
貸
借
契
約
の
内
容
に
従
っ
た
特
定
履

行
、
お
よ
び
  Y3
が
  X1
ら
に
対
し
て
不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
の
差
し
止
め
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。W

icks

事
件
の
争
点

は
、
  Y3
が
  Y2
よ
り
本
件
土
地
の
譲
渡
を
受
け
た
行
為
は
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
制
定
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
の
意
味
に
関
し
て
、
未
登
記
の
利
益
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
害
意
を
構
成
す
る
一

要
素
に
当
た
る
が
、
そ
の
認
識
自
体
を
も
っ
て
害
意
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
は
な
）
58
（
く
、
害
意
と
解
釈
さ
れ
る
行
為
は
、
未
登
記
の
利
益
を
無

視
す
る
以
上
の
行
為
で
あ
る
と
の
理
解
を
示
し
）
59
（

た
。
本
件
に
お
い
て
は
、
  X1
お
よ
び
  X2
が
、
  Y2
　  Y3
間
に
お
け
る
本
件
土
地
の
移
転
が
、
偽

り
ま
た
は
見
せ
か
け
の
土
地
の
移
転
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
  Y3
は
害
意
と
し
て
の

帰
責
性
を
負
う
こ
と
は
な
く
、
自
己
の
獲
得
し
た
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
権
原
の
覆
滅
不
可
能
を
主
張
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

4　

M
unro

事
件
（M

unro v. Stua

）
60
（rt

）

　M
unro

事
件
は
、
土
地
（
商
業
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
前
所
有
権
者
で
あ
っ
た
原
告
Ｘ
（M

unro Ltd.

）
が
、
本
件
土
地
の
所
有

権
の
現
登
記
名
義
人
で
あ
る
被
告
Ｙ
（Stuart

）
に
対
し
て
、
本
件
土
地
上
に
未
登
記
の
賃
借
権
を
有
す
る
Ａ
ら
（tenants

）
が
、
Ｘ
に

対
し
て
本
件
土
地
の
不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
差
し
止
め
る
た
め
に
、
Ａ
ら
の
未
登
記
の
賃
借
権
の
負
担
を
Ｙ
に
求
め
た
事
件

で
あ
る
。
Ｘ
は
本
件
土
地
の
前
所
有
権
者
で
あ
り
、
Ａ
ら
と
の
間
で
本
件
土
地
に
賃
貸
借
権
の
設
定
を
行
っ
て
い
た
。
Ａ
ら
と
の
賃
貸
借

契
約
の
期
間
は
三
年
以
下
で
あ
り
、
Ａ
ら
の
賃
借
権
は
登
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
る
年
の
六
月
、
Ｘ
は
Ｙ
と
の
間
に
お
い
て
本
件
土

地
の
売
買
契
約
を
行
っ
た
。
そ
の
契
約
書
に
は
、
本
件
土
地
の
所
有
権
は
、
本
件
土
地
の
賃
借
人
お
よ
び
占
有
者
が
有
す
る
権
利
を
付
着

さ
せ
た
ま
ま
、
売
却
さ
れ
る
旨
を
記
載
し
た
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
条
項
が
契
約
書
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
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こ
と
以
外
に
、
Ｘ
Ｙ
間
に
お
い
て
Ａ
ら
の
賃
借
権
の
存
続
等
に
つ
き
明
確
な
合
意
が
行
わ
れ
た
事
実
は
な
い
。
そ
の
後
、
Ｘ
Ｙ
間
の
売
買

契
約
が
実
行
さ
れ
、
Ｙ
は
本
件
土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
。
Ｙ
は
登
記
を
獲
得
し
た
後
、
Ａ
ら
の
賃
借
権

を
負
担
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。M

unro

事
件
の
争
点
は
、
Ｙ
が
Ａ
ら
の
賃
借
権
が
本
件
土
地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

本
件
土
地
を
買
い
受
け
、
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
後
に
、
Ａ
ら
の
賃
借
権
の
負
担
を
拒
む
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為

と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
Ｙ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
Ｙ
が
本
件
土
地
上
に
未
登
記
の
Ａ
ら

の
賃
借
権
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
認
識
自
体
が
Ｙ
の
害
意
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば

Ｙ
が
、
Ｘ
と
の
間
に
お
い
て
本
件
土
地
の
売
買
契
約
を
行
う
以
前
か
ら
、
Ａ
ら
の
賃
借
権
の
存
在
お
よ
び
そ
の
賃
貸
借
期
間
に
つ
い
て
理

解
を
し
て
お
り
、
か
つ
Ｙ
が
本
件
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
ら
に
対
し
て
不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
、
お
よ
び
Ｙ
が
Ｘ
よ
り
本
件
土
地
の
移
転
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
ら
の
賃
借
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
を
常
に
意
図
し
た

上
で
、
故
意
的
に
本
件
土
地
の
売
買
契
約
を
実
行
・
完
遂
し
た
場
合
に
は
、
Ｙ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
と
の
解
釈
を
示
し
）
61
（
た
。
本
件

に
お
い
て
、
Ｙ
は
本
件
土
地
上
に
未
登
記
の
Ａ
ら
の
賃
借
権
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
は
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
Ｙ
が
本
件
土

地
の
売
買
契
約
に
際
し
て
、
Ａ
ら
の
賃
借
権
を
承
認
し
、
お
よ
び
Ａ
ら
の
賃
借
権
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
関
し
て
、
Ｘ
と
の
間
で
合
意
を

行
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
よ
っ
て
Ｙ
は
、
自
身
の
獲
得
し
た
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
権
原
の
覆
滅
不
可
能

性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
）
62
（
る
。

5　

W
aim
iha

事
件
（W

aim
iha Saw

m
illing Com

pany Ltd. v. W
aione T

im
ber Com

pany L

）
63
（td.

）

　W
aim

iha

事
件
は
、
土
地
（
森
林
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
所
有
権
の
現
登
記
名
義
人
で
あ
る
原
告
Ｘ
（W

aim
iha Saw

m
illing Com

pany 

Ltd.

）
が
、
本
件
土
地
上
の
樹
木
の
伐
採
お
よ
び
運
搬
の
権
利
を
有
し
て
い
る
被
告
Ｙ
（W

aione Tim
ber Com

pany Ltd.

）
に
対
し
て
、

Ｙ
の
有
す
る
諸
権
利
の
無
効
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
一
二
月
、
Ｙ
は
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義
人
で
あ
る
Ａ
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（H
ow

e

）
か
ら
、
本
件
土
地
上
の
樹
木
の
伐
採
お
よ
び
そ
の
運
搬
に
関
す
る
権
利
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
Ｙ
の
権
利
は
、
一
九
一
七

年
八
月
、
Ｙ
に
よ
り
予
告
記
載
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
一
七
年
七
月
、
Ａ
は
Ｙ
が
Ａ
Ｙ
間
の
諸
権
利
の
授
与
に
関
す
る
合
意
に
違
反
し

た
こ
と
に
基
づ
き
、
Ｙ
に
対
す
る
本
件
土
地
の
占
有
回
復
を
求
め
た
。
し
か
し
Ｙ
は
、
依
然
と
し
て
Ａ
Ｙ
間
の
合
意
が
有
効
で
あ
る
こ
と

の
確
認
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
こ
の
訴
訟
の
結
果
、
Ｙ
の
諸
権
利
の
授
与
に
お
け
る
合
意
に
対
す
る
違
反
が
認
め
ら
れ
、
Ａ
Ｙ
間

の
合
意
は
終
了
し
て
い
る
と
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
八
月
、
Ａ
は
Ｘ
と
の
間
で
本
件
土
地
の
売
買
契
約
を
結
び
、
さ
ら
に
本

件
土
地
に
付
さ
れ
て
い
る
Ｙ
の
予
告
記
載
の
抹
消
を
行
っ
た
。
そ
の
後
Ａ
Ｘ
間
に
お
け
る
本
件
土
地
売
買
契
約
が
実
行
さ
れ
、
一
九
二
〇

年
九
月
、
Ｘ
は
本
件
土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
Ｘ
が
所
有
権
者
と
し
て
登
記
さ
れ
る
以
前
、

Ｙ
は
自
身
が
提
起
を
し
た
先
の
Ａ
Ｙ
間
の
訴
訟
の
結
論
を
不
服
と
し
て
、
上
訴
を
行
っ
た
。
こ
の
上
訴
の
結
果
、
Ａ
Ｙ
間
の
訴
訟
の
結
論

が
修
正
さ
れ
、
Ｙ
の
有
し
て
い
る
本
件
土
地
上
の
樹
木
の
伐
採
お
よ
び
運
搬
の
権
利
に
基
づ
き
、
Ｙ
に
対
し
て
救
済
が
認
め
ら
れ
た
。
Ａ

Ｘ
間
に
お
け
る
本
件
土
地
の
売
買
契
約
に
際
し
て
、
Ｘ
は
Ａ
Ｙ
間
の
訴
訟
が
係
争
中
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。W

aim
iha

事
件

の
争
点
は
、
Ｘ
が
Ａ
Ｙ
間
の
本
件
土
地
に
関
す
る
訴
訟
が
係
争
中
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
本
件
土
地
の
売
買
契
約
を
Ａ
と
の
間

で
実
行
し
、
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
う
あ
る
。
裁
判
所
は
、
制

定
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
の
解
釈
に
関
し
て
、
当
該
土
地
の
移
転
の
目
的
と
し
て
、
未
登
記
ま
た
は
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
権
利
お
よ
び

利
益
を
有
し
て
い
る
者
か
ら
、
そ
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
騙
し
取
る
こ
と
を
意
図
し
た
行
為
、
お
よ
び
未
登
記
ま
た
は
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の

権
利
お
よ
び
利
益
を
有
し
て
い
る
者
に
対
し
て
そ
の
権
利
お
よ
び
利
益
の
登
記
を
行
わ
せ
な
い
よ
う
に
故
意
的
な
、
ま
た
は
不
正
な
策
略

を
用
い
る
行
為
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
）
64
（

た
。
本
件
に
お
い
て
、
Ｘ
は
本
件
土
地
上
の
樹
木
の
伐
採
お
よ
び
運
搬
の
権
利
を
Ｙ
が
有
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
が
、
こ
の
認
識
を
も
っ
て
、
Ｘ
は
害
意
の
帰
責
性
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｙ
間
の
訴
訟
が
係
争

中
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
Ｘ
の
認
識
に
関
し
て
も
、
Ａ
Ｙ
間
の
訴
訟
は
、
一
旦
Ａ
に
対
す
る
勝
訴
判
決
が
示
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
お
よ
び
Ｘ

は
こ
の
Ａ
の
勝
訴
判
決
に
基
づ
き
本
件
土
地
の
売
買
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｘ
の
Ａ
Ｙ
間
の
訴
訟
に
関
す
る
認
識
も
、
害
意
と
し
て
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帰
責
性
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｘ
は
自
身
の
獲
得
し
た
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
権
原
の
覆
滅
不
可

能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

6　

Friedm
an

事
件
（Friedm

an v. Barr

）
65
（ett

）

　Friedm
an

事
件
は
、
土
地
（
住
宅
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
現
登
記
名
義
人
で
あ
る
原
告
Ｘ
（Friedm

an

）
が
、
本
件
土
地
上
に
未

登
記
の
賃
借
権
を
有
し
、
か
つ
本
件
土
地
を
占
有
し
て
い
る
被
告
Ｙ
（Barrett

）
に
対
し
て
、
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
た
事
件
で

あ
る
。
一
九
五
七
年
九
月
、
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義
人
Ａ
（Exton

）
は
、
Ｙ
と
の
間
に
お
い
て
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約

を
結
ん
だ
。
こ
の
賃
貸
借
契
約
に
は
、
Ａ
と
Ｙ
と
の
間
に
お
い
て
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
賃
貸
借
期
間
を
最
長
一
〇
年
間
に
更
新
お
よ
び

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｙ
の
本
件
土
地
に
対
す
る
賃
借
権
の
登
記
は
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
五
八
年
八
月
、
Ｘ
は
売
主
Ａ
と
の
間
に
お
い
て
本
件
土
地
の
売
買
契
約
を
結
び
、
同
年
一
二
月
、
Ｘ
は
本
件
土
地
の
所
有
権
の
登
記

名
義
人
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
。
本
件
土
地
の
購
入
に
際
し
て
、
Ｘ
は
本
件
土
地
上
に
Ｙ
の
未
登
記
の
賃
借
権
が
存
在
す
る
こ
と
、
お

よ
び
Ａ
Ｙ
間
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
賃
貸
借
期
間
の
更
新
お
よ
び
延
長
に
関
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
一

九
六
〇
年
七
月
、
Ｙ
は
Ａ
Ｙ
間
の
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
き
、
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約
の
更
新
を
行
う
こ
と
を
、
Ｘ
に
対
し
て
通
知
し
た
。

し
か
し
Ｘ
は
、
一
九
六
一
年
六
月
、
Ｙ
に
対
し
て
賃
貸
借
終
了
予
告
（notice of quit

）
を
行
っ
た
。
Ｙ
が
Ｘ
に
よ
る
賃
貸
借
終
了
予
告

を
拒
ん
だ
こ
と
か
ら
、
Ｘ
は
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
、
Ｙ
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。Friedm

an

事
件
の
争
点
は
、
Ｘ
が
本

件
土
地
上
に
お
け
る
Ｙ
の
未
登
記
の
賃
借
権
お
よ
び
Ａ
Ｙ
間
に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
関
す
る
取
り
決
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
認

識
し
た
上
で
本
件
土
地
を
買
い
受
け
、
登
記
獲
得
後
、
Ｙ
に
対
し
て
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
、
訴
訟
を
提
起
し
た
行
為
が
、
害
意

に
相
当
す
る
行
為
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
Ｘ
が
Ｙ

の
権
利
ま
た
は
利
益
を
奪
う
こ
と
を
故
意
に
意
図
し
、
Ａ
か
ら
本
件
土
地
の
移
転
を
受
け
た
場
合
に
、
Ｘ
の
行
為
は
害
意
と
な
る
と
の
見
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解
を
示
し
）
66
（
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
が
Ａ
Ｙ
間
に
お
け
る
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約
に
賃
貸
借
契
約
更
新
に
関
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
現
実
の
認
識
（actual notice

）
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
に
お
い
て
は
害
意
と
し
て
の
帰
責
性

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
制
定
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
意
と
し
て
の
帰
責
性
を
負
う
も
の
で
は
な
く
、
登
記
名

義
人
Ｘ
が
自
己
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
）
67
（
る
。
本
件
に

お
け
る
Ａ
か
ら
Ｘ
に
対
す
る
本
件
土
地
の
移
転
は
、
Ｘ
の
善
意
お
よ
び
有
償
（for value

）
の
も
と
に
お
い
て
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
Ｙ
の
未
登
記
の
賃
借
権
は
、
予
告
記
載
を
行
う
こ
と
に
よ
り
保
護
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
は
こ

れ
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｘ
は
Ｙ
が
Ａ
と
の
間
に
お
い
て
合
意
し
た
本
件
土
地
に
対
す
る
賃
貸
借
契
約
に
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
関

す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
知
し
て
い
た
と
し
て
も
、
害
意
に
よ
る
非
難
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る

権
利
関
係
に
従
っ
て
、
自
己
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

7　

R
. M
. H
osking

事
件
（R
. H
. H
osking Properties Pty. Ltd. v. Ba

）
68
（

rns

）

　R. M
. H

osking

事
件
は
、
土
地
（
商
業
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
で
あ
る
原
告
Ｘ
（R. M

. H
osking 

Properties Pty. Ltd.

）
が
、
未
登
記
の
賃
借
権
に
基
づ
き
本
件
土
地
の
占
有
を
行
っ
て
い
る
被
告
Ｙ
（Barns

）
に
対
し
て
、
本
件
土
地
の

不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
八
月
、
本
件
土
地
の
所
有
権
の
前
登
記
名
義
人
Ａ
（Karasavas

）
は
、
Ｙ
と

の
間
に
お
い
て
賃
貸
借
期
間
を
二
年
間
と
す
る
、
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
だ
。
ま
た
こ
の
賃
貸
借
契
約
に
は
、
賃
貸
借
契
約
期

間
の
更
新
に
関
す
る
条
項
も
含
ま
れ
て
い
た
。
Ａ
Ｙ
間
に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
後
、
Ｙ
は
本
件
土
地
上
に
お
い
て
調
剤
薬

局
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｙ
の
本
件
土
地
上
に
設
定
さ
れ
て
い
る
賃
借
権
は
、
登
記
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
九
六
九
年

二
月
、
本
件
土
地
の
買
主
Ｘ
は
、
売
主
Ａ
と
の
間
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
売
買
契
約
を
合
意
し
た
。
Ａ
Ｘ
間
の
本
件
土
地
の
売
買
契
約

に
際
し
て
、
Ｘ
の
代
表
者
Ｂ
（Richard M

ilner H
osking

）
は
、
本
件
土
地
上
に
Ｙ
の
未
登
記
の
賃
借
権
が
存
在
し
、
か
つ
Ａ
Ｙ
間
の
賃
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貸
借
契
約
に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
期
間
の
更
新
に
関
す
る
条
項
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
Ｂ
は
Ｙ
に
対
し
て
、
Ｙ
が
本
件
土

地
上
に
有
し
て
い
る
賃
借
権
を
取
り
消
し
、
九
〇
日
以
内
に
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
を
行
っ
た
場
合
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
い
、
ま
た

あ
ら
ゆ
る
方
法
に
お
い
て
Ｙ
を
援
助
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
Ｙ
は
、
こ
の
提
案
を
拒
絶
し
た
。
一
九
六
九
年
三
月
、
Ａ
Ｘ
間
に

お
け
る
本
件
土
地
の
売
買
契
約
が
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
本
件
土
地
の
売
買
契
約
実
行
に
際
し
て
、
Ｘ
は
Ａ
Ｙ
間
の
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契

約
に
関
し
て
、
賃
貸
借
契
約
期
間
の
更
新
は
認
め
な
い
が
、
現
在
の
賃
貸
借
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
、
Ｙ
の
本
件
土
地
の
占
有
を
認
め
る

旨
の
合
意
を
、
Ａ
と
の
間
に
お
い
て
行
っ
た
。
一
九
六
九
年
四
月
、
Ｘ
は
本
件
土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
と
し
て
登
記
を
獲
得
し
た
。

Ａ
Ｙ
間
に
お
い
て
締
結
し
た
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約
の
期
間
満
了
に
と
も
な
い
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
、

不
動
産
回
復
訴
訟
を
提
起
し
た
。R. M

. H
osking

事
件
の
争
点
は
、
Ｘ
が
本
件
土
地
上
に
お
け
る
Ｙ
の
未
登
記
の
賃
借
権
、
お
よ
び
Ａ

Ｙ
間
に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
関
す
る
取
り
決
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
本
件
土
地
を
買
い
受
け
、
登
記
獲
得
後
、

Ｙ
に
対
し
て
本
件
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
訴
訟
を
提
起
し
た
行
為
が
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判

所
は
、
制
定
法
に
規
定
さ
れ
た
害
意
の
意
義
に
関
し
て
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
け
る
善
意
お
よ
び
有
償
の
土
地
の
買
主

は
、
当
該
土
地
上
に
未
登
記
の
権
利
お
よ
び
利
益
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
ま
で
、
考
慮
す
る
必
要
性
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
示
し
）
69
（

た
。
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
土
地
の
買
主
Ｘ
は
、
本
件
土
地
上
に
Ｙ
の
未
登
記
の
賃
借
権
、
お
よ
び
Ａ
Ｙ
間
の
賃
貸
借
契
約

に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
期
間
の
更
新
に
関
す
る
条
項
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
が
、
Ｘ
は
本
件
土
地
の
善
意
・
有
償
の
買

主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
登
記
の
賃
借
権
の
負
担
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
Ｘ
Ｙ
間
に
お
い
て
本
件
土
地
の
賃
貸
借
契
約
が
新
た
に
結

ば
れ
た
と
い
う
事
実
が
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｘ
は
Ａ
Ｙ
間
の
賃
貸
借
契
約
期
間
の
更
新
に
関
す
る
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
よ
っ

て
Ｘ
は
、
自
己
の
獲
得
し
た
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
に
従
っ
て
、
本
件
土
地
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
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8　

登
記
名
義
人
の
害
意
を
否
定
し
た
裁
判
例
の
分
析

　
以
上
七
つ
の
裁
判
例
か
ら
、
登
記
名
義
人
が
当
該
土
地
上
に
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
認
識
を
も
っ
て
害
意
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
登
記
名
義
人
は
自
己
の
獲
得
し
た
登
記
に
記
録
さ
れ
た
権
利
関
係
の
内
容
に
従
っ
て
、
権

原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
登
記
名
義
人
の
害
意
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
登

記
名
義
人
が
当
該
土
地
の
移
転
に
よ
り
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
当
該
土
地
の
未
登
記
の
権
利
者
か
ら
、
そ
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
騙

し
取
る
意
）
70
（
図
、
ま
た
は
未
登
記
並
び
に
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
有
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
権
利
お
よ
び
利
益
の
登

記
を
行
わ
せ
な
い
よ
う
に
故
意
的
な
、
ま
た
は
不
正
な
策
略
を
行
う
こ
と
の
意
）
71
（

図
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
各
裁
判
例
に
お
い
て
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
登
記
名
義
人
が
当
該
土
地
の
前
登
記
名
義
人
お
よ
び
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
の
権
利
を
騙
し

取
る
意
図
を
有
し
て
い
る
か
否
か
が
、
現
実
の
害
意
の
限
界
に
位
置
す
る
登
記
名
義
人
の
認
識
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈢
　
小
　
括

　
裁
判
例
の
分
析
か
ら
、
登
記
名
義
人
が
当
該
土
地
の
前
登
記
名
義
人
ま
た
は
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
か
ら
、
当
該
土
地
の
移

転
に
基
づ
き
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
利
ま
た
は
利
益
を
剝
奪
す
る
こ
と
の
意
図
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
現
実
の
害
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
根
拠
と
し
て
は
、

ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
設
立
目
的
が
、
登
記
名
義
人
に
対
し
て
当
該
取
引
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
権
原
に
関
し
て
、
過
去
数

十
年
に
遡
り
調
査
を
行
う
こ
と
を
免
除
す
る
、
ま
た
前
所
有
権
者
の
権
原
に
瑕
疵
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
善
意
・
有
償
の
登
記
名
義
人

は
、
前
主
の
権
原
の
瑕
疵
に
よ
り
自
己
の
権
原
を
喪
失
す
る
危
険
性
か
ら
保
護
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
）
72
（
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
登
記
名

義
人
が
当
該
土
地
に
お
い
て
、
未
登
記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
エ
ク
イ
テ
ィ

上
の
害
意
を
、
制
定
法
上
の
害
意
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
の
土
地
取
引
に
お
け
る
動
的
安
全
を
保
護
す
る
一
方
、
登
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記
名
義
人
が
自
己
の
欲
し
た
土
地
の
権
原
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
未
登
記
の
権
利
者
の
利
益
等
を
騙
し
取
る
意
図
を
も
っ
て
登
記
を
獲
得

す
）
73
（

る
よ
う
に
、
登
記
名
義
人
が
未
登
記
の
権
利
者
に
対
し
て
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
不
誠
実
と
な
る
場
合

に
は
、
土
地
取
引
に
お
け
る
静
的
安
全
の
保
護
と
し
て
、
真
の
権
利
者
の
権
原
の
保
護
を
行
う
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
登
記
を
獲
得

す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
記
名
義
人
に
は
、
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
と
し
て
強
力
な
権
利
保
護
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
登
記
名
義
人
は
、

土
地
取
引
の
正
当
な
競
争
の
も
と
に
お
い
て
、
適
切
な
手
段
を
用
い
て
、
当
該
土
地
の
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

四
　
結
び
に
か
え
て

　
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
登
記
名
義
人
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
認
め
、
例
外
と
し
て
登
記
名

義
人
が
害
意
を
も
っ
て
登
記
を
獲
得
し
た
場
合
に
は
、
登
記
名
義
人
の
登
記
の
獲
得
に
よ
り
、
権
利
お
よ
び
利
益
を
喪
失
す
る
こ
と
と

な
っ
た
、
真
の
権
利
者
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
裁
判
例
の
分
析
か
ら
、
害
意
は
、
登
記
名
義
人
が
前
登
記
名
義
人
ま
た
は
未
登

記
の
利
益
を
有
す
る
権
利
者
か
ら
、
彼
ら
の
有
す
る
権
利
を
騙
し
取
る
意
図
を
有
し
て
い
る
か
否
か
に
基
づ
き
、
限
界
付
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
例
分
析
の
結
果
を
通
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
れ
は
、
害
意
の
限
界
を
探
る
に
あ
た
り
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
な
ぜ
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
が
採
用
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
制
度
設
立
目
的
を
重
視
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
設
立
目
的
は
、
過
去
数
十
年
に
遡

り
、
当
該
取
引
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
権
原
調
査
を
行
う
こ
と
を
、
登
記
名
義
人
か
ら
免
除
し
、
ま
た
前
所
有
権
者
の
権
原
に
瑕

疵
が
存
在
し
た
と
し
て
も
善
意
・
有
償
の
現
登
記
名
義
人
は
、
前
主
の
権
原
の
瑕
疵
に
よ
り
自
己
の
権
原
を
喪
失
す
る
危
険
性
か
ら
保
護

さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
登
記
の
効
力
の
例
外
と
し
て
登
記
名
義
人
の
権
原
が
保
護
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
登
記
名
義
人

に
対
し
て
、
自
己
の
権
原
の
保
護
が
許
さ
れ
な
い
程
度
の
重
大
な
帰
責
性
、
す
な
わ
ち
害
意
を
要
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
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自
国
の
不
動
産
登
記
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
真
の
権
利
者
と
登
記
名
義
人
と
の
間
に
お
け
る
利
益
調
整
を
行
う
に
際
し
て
は
、
登
記
の

効
力
の
原
則
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
真
の
権
利
者
と
登
記
名
義
人
と
の
間
に
お
け
る
公
平
性
を
担
保
し
た
利
益
調
整
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
に
お
け
る
害
意
の
検
討
の
み
を
も
っ
て
、
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
の
害
意
に
関
す
る
研
究
が
完
結
を
し
た
と
み
る
こ
と

は
で
き
ず
、
さ
ら
に
次
の
点
を
探
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
登
記
名
義
人
の
未
登
記
の
利
益
の
存
在
に
対
す
る
認
識
に
関
し
て

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
登
記
名
義
人
に
前
登
記
名
義
人
ま
た
は
未
登
記
の
権
利
者
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
騙
し
取
る
意
図
ま
で
は
な
く
と

も
、
登
記
名
義
人
が
当
該
取
引
に
お
い
て
登
記
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り

0
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0
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0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
未
登
記
の
権
利
者
の
利
益
を
剝
奪
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

事
実
を

0

0

0

、
十
分
に
認
識
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

場
合
、
こ
の
よ
う
な
登
記
名
義
人
の
認
識
が
、
害
意
に
相
当
す
る
も
の
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
登
記
名
義
人
の
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
の
主
張
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
登
記
名
義
人
の
権
原
の

覆
滅
不
可
能
性
の
主
張
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
）
74
（

る
。
こ
の
問
題
点
か
ら
、
害
意
の
限
界
と
な
る
登
記
名
義
人
の
認

識
が
国
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
差
異
が
生
じ
る
根
拠
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
追
及
し
、
権
原
の

覆
滅
不
可
能
性
に
対
す
る
例
外
の
範
囲
の
探
究
を
進
め
る
こ
と
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
1
）  

不
動
産
登
記
法
一
条
、
幾
代
通
＝
徳
本
伸
一
（
一
九
九
四
）『
不
動
産
登
記
法
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
）
一
三
頁
、
鎌
田
薫
（
一
九
九
八
）「
不

動
産
登
記
制
度
の
基
本
原
則
」
鎌
田
薫
＝
寺
田
逸
郎
＝
小
池
信
行
編
『
新
不
動
産
登
記
制
度
講
座
第
一
巻
総
論
Ⅰ
』（
日
本
評
論
社
）
二
五
頁
参

照
。

（
2
）  

山
野
目
章
夫
＝
清
水
英
範
＝
野
口
宣
大
＝
野
村
裕
＝
横
山
美
夏
＝
和
田
博
恭
（
二
〇
一
七
）「﹇
座
談
会
﹈
不
動
産
登
記
制
度
の
十
年
と
こ
れ
か

ら
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
二
号
三
〇
頁
に
お
い
て
、
和
田
は
「
不
動
産
登
記
制
度
が
不
動
産
登
記
法
一
条
に
掲
げ
た
目
的
の
と
お
り
、「
国
民
の

権
利
の
保
全
を
図
り
、
も
っ
て
取
引
の
安
全
と
円
滑
に
資
す
る
」
と
い
う
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
そ
の
実
体
関
係
が
適
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時
に
正
し
く
公
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
体
上
の
権
利
関
係
と
登
記
記
録
上
の
権
利

関
係
と
を
恒
常
的
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
、
不
動
産
登
記
制
度
の
設
立
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
一
手
段
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
3
）  

ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
ロ
バ
ー
ト
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ー
レ
ン
ス
卿
（Sir Robert Richard Torrens

）
に
よ
り

立
案
さ
れ
た
土
地
登
記
制
度
で
あ
る
。

（
4
）  
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
一
八
八
六
年
物
権
法
（the Real Property Act of 1886

）
六
九
条
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
一
八
九
三
年
土
地
譲
渡

法
（the Land Transfer Act of 1893

）
六
八
条
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
一
九
〇
〇
年
物
権
法
（the Real Property Act of 

1900

）
四
二
条
一
項
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
特
別
地
区
一
九
二
五
年
土
地
権
原
法
（the Land Titles Act 1925

）
五
八
条
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

州
一
九
五
八
年
土
地
譲
渡
法
（the Transfer of Land Act of 1958

）
四
二
条
一
項
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州
一
九
八
〇
年
土
地
権
原
法
（the Land 

Titles Act of 1980
）
四
〇
条
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
一
九
九
四
年
土
地
権
原
法
（the Land Title Act of 1994

）
三
七
条
、
三
八
条
、

ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
準
州
土
地
権
原
法
（the Land Title Act

）
三
九
条
、
四
〇
条
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
九
五
二
年
土
地
譲
渡
法
（the 

Land Transfer Act of 1952
）
六
二
条
。

（
5
）  

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
一
八
八
六
年
物
権
法
六
九
条
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
一
八
九
三
年
土
地
譲
渡
法
六
八
条
一
項
、
六
八
条
二
項
、

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
一
九
〇
〇
年
物
権
法
四
二
条
一
項
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
特
別
地
区
一
九
二
五
年
土
地
権
原
法
五
八
条
一
項
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
一
九
五
八
年
土
地
譲
渡
法
四
二
条
一
項
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州
一
九
八
〇
年
土
地
権
原
法
四
〇
条
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
一
九
九

四
年
土
地
権
原
法
一
八
四
条
、
一
八
五
条
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
準
州
土
地
権
原
法
一
八
八
条
、
一
八
九
条
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
九
五
二

年
土
地
譲
渡
法
六
二
条
。

（
6
）  Butt, Peter （2010

） Land Law （Sixth Edition
）, Thom

son Reuters, p. 796. 

例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
一
九
〇
〇
年
物

権
法
四
二
条
一
項
に
お
い
て
は
、「
登
記
に
記
録
さ
れ
た
土
地
の
財
産
権
（estate

）
ま
た
は
利
益
（interest

）
の
登
記
名
義
人
は
、
害
意
の
場

合
を
除
き
、
実
体
上
に
お
い
て
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
他
の
財
産
権
ま
た
は
利
益
が
存
在
し
、
並
び
に
申
請
の
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
登
記
に
記
録
さ
れ
た
財
産
権
ま
た
は
利
益
と
同
様
の
権
原
を
有
す
も
の
で
あ
り
、
登
記
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
他
の
財
産
権
ま
た
は
利
益

を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）  Teh, G

im
 Leong=D

w
yer, Bryan M

aurice （1992

） Introduction to Property Law （Second Edition

）, Butterw
orths, p. 81.

（
8
）  H

epburn, Sam
antha

（2006

）Principle of Property Law

（Third Edition

）, Routledge Cavendish, p. 252; Butt, ibid., n. 6,  
p. 801.
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（
9
）  Cham

bers, Robert （2003

） An Introduction to Property Law in A
ustralia （Third Edition

）, Thom
son Ruters, p. 572.

（
10
）  

﹇1905

﹈ A. C. 176. Assets

事
件
は
、
真
の
所
有
権
者
で
あ
る
原
告
Ⅹ
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
原
住
民
）
の
土
地
（
以
下
、
本
件
土
地
）
の

所
有
権
に
対
す
る
権
原
の
覆
滅
不
可
能
性
を
め
ぐ
り
、
Ⅹ
と
本
件
土
地
の
保
存
登
記
を
獲
得
し
た
登
記
名
義
人
で
あ
る
被
告
Ｙ
（Assets Co.

）

が
争
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
土
地
の
売
主
Ⅹ
は
、
買
主
Ａ
（Cooprt

）
に
対
し
て
本
件
土
地
を
売
却
し
た
。
Ａ
へ
の
売
却
時
、
本
件
土
地
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
八
七
一
年
入
植
・
公
共
事
業
法
（the Im

m
igration and Public W

orks Act of 1871

）
に
基
づ
き
公
告
が
さ
れ
て
お

り
、
公
告
期
間
中
の
私
的
な
土
地
取
引
は
無
効
で
あ
る
と
、
同
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
Ａ
は
貸
金
業
者
Ｂ
（Potter, W

ilson &
 Co.

社
）
と
の
間
で
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
行
い
、
Ａ
の
債
務
保
証
を
目
的
と
し
て
、
Ｂ
に
対
す
る
譲
渡
抵
当
権
を
本
件
土
地
上
に
設
定
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
Ｂ
が
倒
産
し
た
た
め
に
、
Ｂ
の
財
産
お
よ
び
債
権
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
八
八
二
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
銀
行
法
（the G

lasgow
 Bank 

Act of 1882

）
に
基
づ
き
、
Ｂ
の
破
産
管
理
を
行
う
Ｙ
に
移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｙ
に
対
し
て
、
政
府
か
ら
本
件
土
地
の
権
原
証
明
書
が
交

付
さ
れ
、
Ｙ
は
こ
の
権
原
証
明
書
に
基
づ
き
本
件
土
地
の
保
存
登
記
を
行
っ
た
。
現
在
本
件
土
地
の
保
存
登
記
上
に
は
、
所
有
権
者
Ｙ
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
Ⅹ
は
Ⅹ
Ａ
間
の
本
件
土
地
の
売
却
が
法
律
の
規
定
に
違
反
し
無
効
で
あ
り
、
さ
ら
に
Ｙ
は
本
件
土
地
の
保
存
登
記
を
、
害
意
を
も
っ

て
獲
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
本
件
土
地
の
所
有
権
が
Ⅹ
に
帰
属
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

（
11
）  

﹇1905

﹈ A. C. 176 at 210.

（
12
）  

﹇1905

﹈ A. C. 176 at 210.

（
13
）  

﹇1905

﹈ A. C. 176 at 210.

（
14
）  

﹇1905

﹈ A. C. 176 at 210. 

但
し
、
登
記
を
獲
得
す
る
た
め
に
登
記
官
に
対
し
て
提
示
す
る
証
書
が
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
た 

も
の
で
あ
る
と
信
頼
し
て
、
偽
造
ま
た
は
詐
害
的
お
よ
び
不
適
切
方
法
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
証
書
を
登
記
官
に
対
し
て
提
出
し
た
者
は
、
害
意 

の
帰
責
性
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。Francis, E. A. 
（1972

） Law and Practice Relating to Torrens Title in A
ustralasia Volum

e1, 
Butterw

orths, p. 603; ﹇1905

﹈ A. C. 176 at 210.

（
15
）  Francis, ibid., n. 14, p. 602.

（
16
）  

こ
の
「
悪
事
を
働
く
こ
と
を
意
図
す
る
者
」
と
は
、
登
記
名
義
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
を
指
す
。

（
17
）  Thom

as, R. P. 

（1994

） Land Transfer Fraud and U
nregistered Interests, N

ew Zealand Recent Law Review, Vol. 1994, Iss. 2, 
p. 219.

（
18
）  H

epburn, ibid., n. 8, p. 252. 

す
な
わ
ち
、
不
正
行
為
ま
た
は
不
道
徳
的
行
為 
（m

oral turpitude

） 

を
含
む
行
為
が
害
意
で
あ
る
と
考
え
ら
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れ
て
い
る
。W

oodm
an, R. A. （1980

） The Law of Real Property in N
ew South W

ales Volum
e1, The Law

 Book Com
pany Lim

it-
ed, p. 241; Kerr, D

onald 

（1927

） A
ustralian Lands Titles 

（Torrens

） System
, The Law

 Book C
om

pany Lim
ited, p. 192; 

Blanchard, Peter （2003

） Indefeasibility under Torrens System
 in N

ew
 Zealand, Edited by Crinlinton, D

avid, Torrens in Twenty- 
First Century, Lexis N

exis, p. 41; Francis, ibid., n. 14, p. 602.
（
19
）  Francis, ibid., n. 14, p. 602.

（
20
）  Thom

as, ibid., n. 17, p. 219.

（
21
）  H

epburn, ibid., n. 8, pp. 252 -253.

（
22
）  W

halan, D
ouglas John （1982

） The Torrens System
 in A

ustralia, The Law
 Book Com

pany Lim
ited, p. 312; H

epburn, ibid., n. 
8, p. 253; Francis, ibid., n. 14, p. 603; Kerr, ibid., n. 18, p. 192.

（
23
）  

但
し
、
当
該
土
地
上
に
未
登
記
の
利
益
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
単
な
る
認
識
は
、
登
記
名
義
人
の
害
意
の
認
定
に
お
け
る
一
要
素
に
な
り

得
る
と
の
見
解
が
あ
る
。Butt, ibid., n. 6, p. 802; Francis, ibid., n. 14, p. 603.

（
24
）  Cham

bers, ibid., n. 9, p. 572; W
halan, ibid., n. 22, p. 310.

（
25
）  Cham

bers, ibid., n. 9, pp. 572 -573; W
halan, ibid., n. 22, pp. 309 -310.

（
26
）  Stein, Robert T. J.=Stone, M

argaret A. （1991

） Torrens Title, Butterw
orths, p. 101; Butt, ibid., n. 6, p. 803; ﹇1905

﹈ A. C. 176 
at 210.

（
27
）  Butt, ibid., n. 6, p. 803.

（
28
）  

（1969

） 90 W
. N. 

（Pt. 1

） （N. S. W
.

） 529. Schulz

事
件
は
、
土
地
（
商
業
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
所
有
権
者
お
よ
び
譲
渡
抵
当

権
設
定
者
と
し
て
の
登
記
を
有
し
て
い
る
被
告
Ｙ
（Corw

ill Properties Pty. Ltd.

）
に
対
し
て
、
本
件
土
地
上
に
設
定
さ
れ
た
譲
渡
抵
当
権
の

債
権
者
で
あ
る
原
告
Ⅹ
（Schulz

）
が
、
譲
渡
抵
当
権
の
有
効
性
を
主
張
し
た
事
件
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
五
月
、
Ａ
（Leah Schulz

）
は
、

Ｙ
に
対
し
て
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
投
資
を
行
っ
た
。
Ａ
の
Ｙ
に
対
す
る
投
資
の
手
配
を
行
っ
た
ソ
リ
シ
タ
ー
Ｂ 

（Clive G
alea

）
は
、
Ｙ
の
秘
書

と
し
て
も
活
動
を
行
っ
て
い
る
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
Ｙ
は
、
Ｂ
の
母
親
Ｄ
（Berly G

alea

）
お
よ
び
Ｅ （M

rs. O

’Farrell

）
の
二
人
が
Ｙ
の
株

主
と
な
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
Ｂ
は
自
身
の
責
任
に
お
い
て
、
Ｙ
の
一
般
的
な
売
買
を
行
う
こ
と
、
お
よ
び
Ｙ
の
土
地
に
関
連
す
る
権
原
証
明

書
を
管
理
す
る
こ
と
の
権
限
を
有
し
て
い
た
。
Ａ
は
Ｙ
に
対
す
る
投
資
額
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
保
証
と
し
て
、
本
件
土
地
上
に
Ｙ
を
譲
渡
抵
当
権

設
定
者
と
す
る
譲
渡
抵
当
権
を
設
定
し
、
こ
の
譲
渡
抵
当
権
は
一
九
六
三
年
七
月
に
、
登
記
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
譲
渡
抵
当
権
の
設
定
は
Ｂ
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に
よ
り
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
一
一
月
、
Ａ
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
Ａ
の
夫
で
あ
る
原
告
Ⅹ
が
譲
渡
抵
当
権
債
権
者
と
し

て
登
記
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
六
六
年
、
Ｙ
の
株
式
の
Ｄ
の
持
分
を
、
Ｅ
の
夫
Ｆ 

（Eric O

’Farrell

）
が
買
い
受
け
た
。
Ｆ
は
Ｂ
に
対

し
て
、
本
件
土
地
の
権
原
証
明
書
を
提
示
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
の
際
に
提
示
さ
れ
た
権
原
証
明
書
に
記
録
さ
れ
て
い
た
Ⅹ
の
譲
渡
抵
当
権
は
、

弁
済
さ
れ
た
も
の
と
し
抹
消
登
記
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
譲
渡
抵
当
権
の
抹
消
登
記
は
、
Ｂ
が
Ⅹ
に
対
し
て
Ａ
の
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
投
資
金

が
Ⅹ
に
返
還
さ
れ
る
明
確
な
見
込
み
が
あ
る
と
の
不
実
の
弁
論
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
Ⅹ
は
本
件
土
地
上
に
設

定
さ
れ
、
現
在
は
抹
消
登
記
さ
れ
て
い
る
譲
渡
抵
当
権
が
、
Ｂ
の
害
意
に
よ
り
抹
消
登
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
譲
渡
抵
当
権
の
抹
消
登
記
が
無
効

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

（
29
）  

（1969

）90 W
. N. （Pt. 1

）（N. S. W
.

）529 at 537, 538.

（
30
）  M

oore, Anthony=G
rattan, Scott=G

riggs, Lynden

（2016

）A
ustralian Real Property Law 

（Sixth Edition

）, Thom
son Reuters, 

p. 229; Butt, ibid., n. 6, p. 799; W
halan, ibid., n. 22, p. 312.

（
31
）  Butt, ibid., n. 6, p. 799; M

oore=G
rattan=G

riggs, ibid., n. 30, p. 229. 

例
え
ば
、
登
記
官
に
対
す
る
害
意
の
事
案
の
一
例
と
し
て
、

AG
C Ltd.

事
件 （Australian G

uarantee Corporation Ltd. v. D
e Jager ﹇1984

﹈ V. R. 483.

）
が
あ
る
。AG

C Ltd. 

事
件
は
、
土
地
（
商

業
用
地
。
以
下
、
本
件
土
地
）
の
譲
渡
抵
当
権
の
登
記
名
義
人
で
あ
る
原
告
Ⅹ
（Australian G

uarantee Corporation Ltd.

）
が
、
本
件
土
地

上
の
共
同
所
有
権
者
お
よ
び
譲
渡
抵
当
権
設
定
者
で
あ
る
Ａ 

（Albert D
e Jager

）
お
よ
び
被
告
Ｙ 

（Linda D
e Jager

）
に
対
し
て
、
Ⅹ
の
譲

渡
抵
当
権
設
定
登
記
に
基
づ
き
、
本
件
土
地
の
占
有
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
Ａ
お
よ
び
Ｙ
は
本
件
土
地
の
共
同
所
有
権
者
と
し
て
登
記
を
有
し

て
い
る
。
一
九
七
九
年
、
Ａ
は
事
業
を
行
う
た
め
の
融
資
を
Ⅹ
か
ら
受
け
た
。
こ
の
融
資
に
際
し
て
、
Ａ
は
Ⅹ
の
融
資
に
対
す
る
保
証
と
し
て
、

本
件
土
地
上
に
譲
渡
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
譲
渡
抵
当
権
の
設
定
に
お
い
て
、
Ｙ
の
サ
イ
ン
は
何
者
か
に
よ
り
偽
造
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
Ⅹ

の
従
業
員
Ｂ
は
、
Ｙ
が
譲
渡
抵
当
権
の
サ
イ
ン
を
行
う
場
に
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
が
適
切
に
サ
イ
ン
を
記

し
た
と
す
る
証
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
Ｂ
は
、
不
適
切
に
譲
渡
抵
当
権
設
定
者
の
サ
イ
ン
の
証
明
を
行
っ
た
譲
渡
抵
当
権
設
定
証
書
を
登
記
す
る

た
め
の
手
続
き
を
取
り
、
一
九
七
九
年
八
月
、
本
件
土
地
上
に
譲
渡
抵
当
権
の
設
定
登
記
が
行
わ
れ
た
。AG

C Ltd.

事
件
の
争
点
は
、
Ｂ
が
不

適
切
に
譲
渡
抵
当
権
設
定
者
の
サ
イ
ン
を
証
明
す
る
こ
と
は
、
害
意
と
し
て
非
難
に
値
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
結
果
Ⅹ
も
害
意
の
帰
責
性
を
有

す
る
こ
と
と
な
る
の
か
い
う
点
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
Ｂ
の
行
為
が
害
意
に
相
当
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
譲
渡
抵
当
権
債
権
者
で
あ
る
Ⅹ
の
従

業
員
Ｂ
の
行
為
、
す
な
わ
ち
明
ら
か
に
事
実
に
反
し
て
、
譲
渡
抵
当
権
設
定
者
の
サ
イ
ン
の
証
明
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
が
譲
渡
抵
当

権
の
設
定
登
記
を
行
う
手
続
き
継
続
し
た
行
為
は
、
害
意
に
相
当
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
譲
渡
抵
当
権
設
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定
者
と
し
て
サ
イ
ン
を
偽
造
さ
れ
た
Ｙ
に
対
す
る
害
意
で
は
な
く
、
登
記
官
に
対
す
る
害
意
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
登
記
官
に
対
す

る
害
意
に
関
し
て
は
、
不
真
正
な
書
類
を
登
記
官
に
対
し
て
提
示
す
る
行
為
が
、
当
該
取
引
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
上
に
利
益
を
有
し
て
い

る
権
利
者
か
ら
そ
の
権
利
を
奪
う
こ
と
、
ま
た
は
登
記
官
を
欺
く
こ
と
を
意
図
す
る
必
要
が
あ
る
。Butt, ibid., n. 6, p. 800.

（
32
）  Butt, ibid., n. 6, p. 799; M

oore=G
rattan=G

riggs, ibid., n. 30, p. 236.
（
33
）  Butt, ibid., n. 6, p. 799; M

oore=G
rattan=G

riggs, ibid., n. 30, p. 229.

（
34
）  
こ
の
見
解
は
、Bahr

事
件
に
お
い
て
、
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
35
）  Kerr, ibid., n. 18, p. 200. Kerr

の
教
科
書
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地
の
第
二
買
主
が
、
第
一
買
主
の
取
引
に
つ
い
て
認
識
を
も
っ
た
上
で
当

該
土
地
を
買
い
受
け
、
登
記
を
獲
得
し
た
場
合
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
土
地
の
二
重
譲
渡
が
問
題
と
さ
れ
た
裁
判
例
を

取
り
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
取
り
扱
う
、
登
記
名
義
人
が
当
該
土
地
取
引
に
先
行
す
る
賃
貸
借
契
約
を
認
識
し

て
い
る
事
例
に
変
更
し
た
。

（
36
）  

本
稿
で
は
、
五
〇
件
以
上
あ
る
害
意
に
関
す
る
裁
判
例
の
中
か
ら
、
紙
幅
の
関
係
上
、
ト
ー
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
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に
お
け
る
害
意
と
は
、
登
記

名
義
人
の
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の
よ
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な
行
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よ
び
認
識
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指
す
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る
の
か
、
と
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う
こ
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る
九
件
の
重
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な
裁
判
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に
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っ
て
分
析
を

行
っ
た
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そ
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す
る
裁
判
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に
つ
い
て
は
、Butt, ibid., n. 6; Teh, ibid., n. 7; H

epburn, ibid., n. 8; Kerr, ibid., n. 18; 
W

halan, ibid., n. 22; Stein=Stone, ibid., n. 26; M
oore=G

rattan=G
riggs, ibid., n. 30

を
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